
提
　
言

　

昨
今
、
デ
ジ
タ
ル
を
中
心
と
す
る
技
術
革
新
や
そ

れ
を
活
用
し
た
革
新
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築

に
よ
っ
て
、
破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
ハ

イ
テ
ク
企
業
が
世
界
市
場
の
成
長
を
牽け

ん

引い
ん

し
て
き
た
。

主
要
各
国
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
梃て

子こ

と
し
た
産
業
革

新
に
し
の
ぎ
を
削
り
、
経
済
安
全
保
障
の
議
論
に
ま

で
発
展
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で
、
我
が
国
は
、

技
術
革
新
へ
の
出
遅
れ
な
ど
に
よ
り
、
国
際
競
争
力

を
年
々
低
下
さ
せ
、「
失
わ
れ
た
30
年
」
と
も
言
わ

れ
る
長
期
的
な
低
迷
が
続
い
て
い
る
。
世
界
が
大
転

換
期
に
あ
る
今
、
我
が
国
と
し
て
改
め
て
産
業
技
術

競
争
力
の
強
化
を
図
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
産
業
競
争
力
強
化
委
員
会
で
は
、
中
長

期
的
な
未
来
を
見
据
え
、
今
後
我
が
国
が
振
興
す
べ

き
産
業
や
、
鍵
と
な
る
最
新
技
術（
キ
ー
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
）、
産
業
技
術
競
争
力
強
化
に
向
け
た
課
題

と
施
策
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
提
言
を
取
り
ま

と
め
た
。
提
言
タ
イ
ト
ル
の
通
り
、「
産
業
技
術
立

国
へ
の
再
挑
戦
」
を
図
る
べ
く
、
産
学
官
の
総
力
を

結
集
し
た
取
り
組
み
の
加
速
に
期
待
し
た
い
。

未
来
社
会
起
点
で
の
産
業
・
技
術
の
構
築

　

技
術
と
い
う
の
は
技
術
的
な
問
題
だ
け
に
あ
ら
ず
、

ど
の
よ
う
な
社
会
を
創
り
た
い
か
と
い
っ
た
視
点
の

も
と
、
そ
の
創
り
た
い
社
会
か
ら
の
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス

テ
ィ
ン
グ
に
よ
っ
て
構
築
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る

産
業
技
術
立
国
へ
の
再
挑
戦

─
２
０
３
０
～
２
０
４
０
年
に
お
け
る
産
業
と
キ
ー
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

（
図
表
１
）。
ま
た
、
我
が
国
は
過
去
「
技
術
で
勝
っ

て
ビ
ジ
ネ
ス
で
負
け
る
」
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
そ

う
し
た
経
験
か
ら
の
反
省
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
技
術

と
ビ
ジ
ネ
ス
の
設
計
を
両
輪
で
進
め
る
こ
と
が
欠
か

せ
な
い
。

　

未
来
に
創
り
た
い
社
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、

経
団
連
は
、「
。新
成
長
戦
略
」（
２
０
２
０
年
11
月
）に

お
い
て
、２
０
３
０
年
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て「
生
活

者
が
暮
ら
し
や
す
さ
を
実
感
す
る
社
会
」「
地
球
環

境
の
持
続
可
能
性
と
豊
か
な
生
活
が
両
立
す
る
社

会
」
と
い
っ
た
社
会
像
を
描
い
た
。
そ
う
し
た
社
会

を
実
現
す
る
う
え
で
は
、「
デ
ジ
タ
ル
」「
グ
リ
ー
ン
」

「
バ
イ
オ（
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
）」、
そ
し
て
こ
れ
ら

産
業
競
争
力
強
化
委
員
会
企
画
部
会
長

日
本
政
策
投
資
銀
行
社
長

地じげ
下
誠せいじ
二
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を
支
え
る「
先
端
素
材
・
材
料（
マ
テ
リ
ア
ル
）」と
い

っ
た
分
野
が
と
り
わ
け
戦
略
的
な
重
要
性
を
有
す
る
。

本
提
言
で
は
、
こ
の
４
つ
を
切
り
口
と
し
て
、
２
０

３
０
～
２
０
４
０
年
の
社
会
を
見
据
え
た
キ
ー
・
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
我
が
国
の
優
位
性
を
整
理
し
た
。

２
０
３
０
～
２
０
４
０
年
の 

キ
ー
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

　

本
提
言
で
は
、
２
０
３
０
～
２
０
４
０
年
頃
に
ブ

レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
起
こ
し
得
る
キ
ー
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
と
し
て
、
今
後
市
場
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
技
術

や
、
産
業
の
国
際
競
争
力
維
持
お
よ
び
経
済
安
全
保

障
上
、我
が
国
と
し
て
確
保
が
望
ま
れ
る
技
術
、勝
ち

筋
を
見
い
だ
せ
る
技
術
な
ど
を
ま
と
め
た（
図
表
２
）。

　

例
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
「
半
導
体
」
を
挙
げ

る
と
、
Ｄ
Ｘ
や
Ｇ
Ｘ
が
進
む
中
で
あ
ら
ゆ
る
製
品
に

使
用
さ
れ
る
「
半
導
体
」
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る

も
の
の
、
近
年
、
日
本
企
業
は
シ
ェ
ア
を
大
き
く
低

下
さ
せ
て
い
る
。
他
方
、「
パ
ワ
ー
半
導
体
」や「
イ

メ
ー
ジ
セ
ン
サ
ー
」「
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｄ
型
フ
ラ
ッ
シ
ュ
メ

モ
リ
」
な
ど
の
特
定
分
野
で
は
高
い
シ
ェ
ア
を
維
持

し
て
い
る
ほ
か
、「
半
導
体
製
造
装
置
」
や「
半
導
体

材
料
」
で
は
世
界
上
位
を
占
め
る
な
ど
強
み
を
有
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、
競
争

力
の
維
持
・
強
化
を
図
る
べ
く
、
各
国
と
同
等
規
模

で
の
政
策
支
援
を
打
ち
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

そ
の
他
の
「
デ
ジ
タ
ル
」「
グ
リ
ー
ン
」「
バ
イ
オ

図表１　2030-2040年の社会・産業・技術

未来に創りたい

「社会」

現状の延長線
（フォアキャスティング）

【キー・テクノロジー】
● デジタル
●グリーン
●バイオ・ライフサイエンス
●先端素材・材料  など

現在我が国が優位性を持つ
「産業」「技術」の戦略的強化

【産業構造・ビジネスモデル】
● 産業変革をリードするスタート
アップエコシステム形成

●多様な主体による協創
●高付加価値産業化

● DXにより生活者が暮らしやすさを実感する社会
●柔軟な働き方や多様で複線的なキャリアが実現する社会
●地方の強みを活かし価値を生み出し続ける社会
●我が国の主体的な関与によりグローバルに連携する社会
●地球環境の持続可能性と豊かな生活が両立する社会

【未来社会ビジョン（「。新成長戦略」）】

「産業」 「技術」×

我が国が2030～2040年に
構築すべき

協創による社会実装

未来に創りたい

「社会」

未来社会ビジョンからの逆算
（バックキャスティング）

未来起点での
「産業」転換・「技術」投資

現状

図表２　2030-2040年のキー・テクノロジー
BMI：ブレイン（人間の脳）とマシン（機械やコ
ンピューター）を直接的につなぐインターフェー
スの技術

SoS：複数の分散システムや社会技術システ
ムをネットワークで結合したシステム

マイクロバイオーム：生物や環境の中に存在
する多様な微生物の集合体

マテリアルズ・インフォマティクス：情報科
学の技術を用いて材料開発を効率化する技術

ファインケミカル：特殊な用途で多品種・少
量生産される相対的に付加価値の高い化学品

デジタル
半導体、AI、量子、超低消費電力コンピューティング、光・通信、ブロックチェーン、
メタバース、ロボット、BMI、サイバーセキュリティー、デジタルツイン、SoS  …等

グリーン
電池、水素・アンモニア、革新炉、核融合、人工光合成、

次世代エネルギー、CCS/CCUS、廃棄物処理・リサイクル  …等

バイオ
ゲノム編集技術、フードテック、マイクロバイオーム、

先端医療技術、バイオプラスチック  …等

先端素材・材料
マテリアルズ・インフォマティクス、半導体素材、電子部品・材料、電池材料、
鉄鋼、コンクリート、触媒、ファインケミカル、繊維、フィルム  …等
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（
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
）」「
先
端

素
材
・
材
料
」
の
各
分
野
に
お

い
て
も
、
我
が
国
が
優
位
性
を

保
持
し
て
い
る
技
術
は
少
な
く

な
い
。
今
後
の
環
境
の
変
化
や

目
指
す
べ
き
社
会
像
を
考
慮
し

つ
つ
、
技
術
の
社
会
実
装
の
優

先
順
位
等
に
つ
い
て
産
学
官
で

議
論
し
つ
つ
、
そ
の
強
み
を
伸

ば
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

課
題
と
施
策

　

キ
ー
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
実

装
し
、
競
争
力
強
化
を
図
る
う

え
で
、
解
決
す
べ
き
課
題
は
多

岐
に
わ
た
る
。
提
言
で
は
、
⑴

政
策（
予
算
・
税
・
制
度
）、⑵
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
、
⑶
人
材
、

⑷
労
働
、
⑸
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、

⑹
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
、
⑺
ル

ー
ル
形
成
、
⑻
グ
ロ
ー
バ
ル
、

⑼
ロ
ー
カ
ル（
地
域
）、
⑽
企
業

経
営
─
の
10
の
観
点
か
ら
、
産

業
技
術
競
争
力
強
化
に
向
け
た

課
題
と
施
策
を
指
摘
し
た（
図

表
３
）。

　

⑴
政
策
に
つ
い
て
は
、
産
学

官
で
国
家
戦
略
を
共
有
し
た
う
え
で
、
科
学
技
術
・

産
業
振
興
に
対
し
て
政
府
予
算
を
積
極
的
に
投
じ
つ

つ
、
税
制
や
規
制
面
で
も
引
き
続
き
改
革
を
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
⑵
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、

安
価
で
安
定
的
な
供
給
に
向
け
て
原
子
力
発
電
所
の

活
用
等
を
進
め
る
と
と
も
に
、
資
源
の
安
定
的
な
確

保
に
向
け
て
政
策
を
総
動
員
し
て
取
り
組
む
べ
き
で

あ
る
。
⑶
人
材
に
つ
い
て
は
、
初
等
中
等
教
育
か
ら

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
な
ど
を
進
め
る
と
と
も
に
、
研
究

者
・
技
術
者
・
起
業
家
に
対
し
て
社
会
全
体
で
リ
ス

ペ
ク
ト
を
持
ち
、
官
民
で
待
遇
の
向
上
を
図
る
こ
と

も
重
要
で
あ
る
。
⑷
労
働
に
つ
い
て
は
、
人
材
の
流

動
性
を
高
め
、
多
様
な
人
材
の
活
躍
を
促
す
観
点
か

ら
、
雇
用
法
制
・
税
制
の
見
直
し
を
引
き
続
き
進
め

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
の
他
、
産
業
革
新
を
リ

ー
ド
す
る
担
い
手
で
あ
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
期

待
や
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ

の
推
進
な
ど
取
り
組
む
べ
き
事
項
を
ま
と
め
た
。
併

せ
て
、
企
業
自
ら
の
経
営
の
巧こ

う

拙せ
つ

が
競
争
力
に
直
結

す
る
と
の
認
識
の
も
と
、
各
企
業
が
あ
ら
ゆ
る
経
営

戦
略
を
推
し
進
め
る
こ
と
も
欠
か
せ
な
い
。

　

産
業
技
術
競
争
力
の
強
化
に
は
、
こ
れ
ら
横
断
的

な
課
題
や
各
産
業
の
戦
略
に
つ
い
て
産
学
官
が
協
創

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
経
団
連
と
し

て
も
、
本
提
言
を
契
機
に
し
た
我
が
国
の
産
業
技
術

立
国
へ
の
再
挑
戦
に
向
け
て
貢
献
し
て
い
く
。

「政策（予算・税・制度）」
● 国家的戦略の策定
●科学技術・産業振興に対する政府予算増
●税制・規制改革

1 「サプライチェーン」
● サプライチェーン全体でのデジタル化・脱炭素化
●強靭化に向けた国内供給基盤強化
●サイバーセキュリティー

6

「エネルギー・資源」
● エネルギーの安価・安定供給
●原発再稼働・再生エネルギー活用等
●重要物資含む資源確保

2 「ルール形成」
● 国際的な規制やシステム標準化等のリード
●産学官での連携体制
●ルール形成やビジネスモデル構築等の人材育成

7

「人材」
● 人材育成、リカレント教育、社会受容性等
●研究者・技術者・起業家の厚遇
●外国人人材の活用

3 「グローバル」
● 各国との競争・協創関係の構築
●経済安全保障の確保
●国際的な取り組みのリード

8

「労働」
● 多様な人材の流動化と活躍
●日本型雇用システムからの脱却
●労働法制のあり方についての議論

4 「ローカル（地域）」
● デジタルインフラの整備
●地方大学を核としたスタートアップ創出
●国と地方の行政システムや産業構造

9

「スタートアップ」
● スタートアップ振興を第一とする政策推進
●大学発ベンチャーエコシステム
●社内ベンチャー・出島戦略の推進

5 「企業経営」
● テクノロジーを迅速に経営に活かせる体制
●DX、ファイナンス、組織・人事、パートナーとの協創
などあらゆる経営戦略の革新

10

図表３　産業技術競争力強化に向けた課題と施策
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